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その⼀
⾼度⼈材教育：物流×IT×財務



ルクセンブルク国⽴⼤学
ルクセンブルク・センター・フォー・ロジスティックス
＆サプライチェーンマネジメント （LCL)

【公式サイト】
https://wwwfr.uni.lu/fdef/luxembourg_centre_for_logistics_and_supply_chain_management

 2015年設⽴
 修⼠課程は、4週間のMIT滞在含む1年間の集中コース。
 MITのSCALEネットワークの中でも有数の教授・講師陣の豊富さ。



INNOVATE, IMPACT, INSPIRE!

 デジタル化時代に活躍する次世代SCMプロフェッショナル⼈材の育成
 イベントやワークショップの主催
 トップレベルの研究者たちによる研究活動や企業とのコラボレーション

物流×IT×財務



企業との共同研究事例：
新しいテクノロジーの分析評価基準の構築

Confidential

昨年度
パートナー企業



ルクセンブルク⼤学協⼒特別プログラム

6⽉3⽇週
• 事前ワークショップ＠東京

(センター⻑と准教授が来⽇予定）

6⽉26⽇
• 特別半⽇講義＆ワークショップ

[サプライチェーンマネジメント4.0]

6⽉27⽇
• LCL Research Fest（企業との共同研究成果

発表会）参加

7⽉下旬
• 事後報告会＠東京



サプライチェーンマネジメント4.0特別講義
内容
• サプライチェーンのデジタル化
• コントロールタワーで実現するEnd to Endのサプライチェーンマネジメント
• サプライチェーン分析
• 実物流最適化のためのテクノロジー
• デジタルサプライチェーンの運⽤モデル
• オムニチャネルのサプライチェーンモデル

期待される成果

• サプライチェーンのデジタル化と財務分析に関する最も重要な要素を学べる
• ロジスティクス＆サプライチェーンマネジメント領域で活⽤できるテクノロジーの包

括的な理解
• サプライチェーンの効率化に向けた個々の課題に対して洞察を得られる



来⽇予定教授陣

ベニー・マンティン センター⻑

ダイナミック・プライシングやレベニュー・マネジメ
ント、サプライチェーン・マネジメントや輸送経済の
様々な側⾯に関する研究成果を多くの主要学術誌に掲
載。エア・トランスポ―ト・マネジメント・ジャーナ
ル(JATM)とヨーロッパ航空会議の理事を務め、また航
空輸送政策に関するコンサルティングに従事。複数の
学術機関で客員研究員となり、トゥールーズ第⼀⼤学
（トゥールーズ・スクール・オブ・エコノミクス
（TSE））のジャン＝ジャック・ラフォン・デジタル
チェア（デジタル経済）でも講義した。学⽣たちと⼀
緒に、様々な企業の多くのプロセス改善プロジェクト
に関わってきた。
現職就任前は、カナダのウォータルー⼤学の准教授。
カナダのブリティッシュコロンビア⼤学で博⼠号を取
得。イスラエルのテルアビブ⼤学で理学⼠号と理学修
⼠号を取得。



来⽇予定教授陣

ヨアヒム・アーツ 准教授

オランダのアイントホーフェン⼯科⼤学やアムステル
ダ ム の Center for Mathematics and Computer
Scienceに客員として在籍。現職就任以前は、MITス
ローン経営⼤学院の客員研究員、また博⼠号を取得し
たアイントホーフェン⼯科⼤学の助教授。主な研究対
象は、幅広い領域のオペレーションズ・リサーチで、
サプライチェーン、ロジスティックス、メンテナンス
やインベントリーにおける応⽤を取り上げている。
博⼠研究は欧州オペレーショナルリサーチ協会のヨー
ロッパ博⼠論⽂賞（EDDA）を受賞し、鉄道⾞両保守
を⾏うオランダ鉄道の⼀部⾨であるNedTrain社から資
⾦提供を受けた。
現在は、NedTrain社、ASML社、Philips社と共同で研
究 を ⾏ っ て い る 。 VvS ＋ OR の 修 ⼠ 論 ⽂ 賞 や Prins
Berbhard Cultuurfonds Fellow受賞履歴あり。



その⼆
航空輸送ハブ
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カーゴルックス

 ヨーロッパ最⼤、世界でも第5位の規模の貨物専⽤航空会社
 2014年から鄭州国際空港とのデュアルハブ戦略
 成⽥への直⾏便就航(2018年3⽉〜）

© Cargolux
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ルクセンブルク空港
 ヨーロッパで6番⽬に⼤きい航空貨物プラットフォーム
 医薬品適正流通基準（GDP)認定の医療・医薬品センター
 全ヨーロッパへの⾼速道に直結 etc.
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CHAMPカーゴシステム

 世界シェア半分を握る航空輸送貨物システム
 SCM統合プレミアムトラッキングサービス“TRAXON”は荷主にも直接提供
 ブロックチェーン技術などを活かす取り組みも。

Source: http://www.champ.aero/



その三
戦略的ディストリビューションセンター

Source:https://luxtimes.lu/archives/1389‐fanuc‐opens‐european‐distribution‐centre‐in‐contern
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欧州市場の戦略的な中⼼地
 ローマ時代から東⻄南北の街道が交わる交通の要所
 欧州市場の60％の地域に半径700kmのアクセス圏
 2つの⼤規模ロジスティクスパークの開発(2000年代半ば〜）

60 % of the EU GDP
40 % of the EU GDP

700 
km

500 
km
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実例紹介：欧州サプライチェーンの再構築

 港湾地域からより消費地へのアクセスを重視

Country A Country B Country C
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実例紹介：欧州の⼆⼤市場に近接する⽴地

1⽇で保守部品が届く国

主要都市・産業地域は1⽇、
その他の地域には2⽇で保守部品が

届く国。

 ドイツ、フランス全域に1⽇でデリバリーできるのはルクセンブルクの強味



Source:  https://www.prnewswire.com/news-releases/dupont-safety--construction-invests-over-400-million-to-increase-tyvek-capacity-300659154.html

DUPONTによる新たな投資プロジェクト例



越境E-COMMERCEのHUBに向けて
 e-commcerceのハブをユニリーバはルクセンブルクに設置

Source: http://paperjam.lu/news/le-de-lipton-aura-une-saveur-de-contern



その四
ダイバーシティ経営



国際的でオープンなビジネス環境
⼈⼝の47,9% が外国⼈（約150か国籍）

労働⼈⼝の71％が外国⼈

越境通勤労働者
171,929⼈
46%

在住外国⼈
92,825⼈

25%

ルクセンブルク⼈
106,030⼈

29%

Source: http://www.cc.lu/fileadmin/user_upload/cc.lu/Luxembourg_une_economie_dynamique/Ecolux_CC_FR_05_2016.pdf



他EU国と⽐べても圧倒的に⾼い外国⼈⽐率

Sourece : STATEC



ルクセンブルクの公⽤語

 マルチリンガル（最低4か国語を習得）

 フランス語・ドイツ語は公⽤語、英語に堪能

 ⼤学進学者のほとんどが海外留学経験者

 徹底した語学教育・国際的な⽇常⽣活環境

1拠点で欧州全域
の対顧客コミュ
ニケーションや
サービス開発を
⾏える⼤きな強
み。



⾼い⽣産性

OPTIMIZING LABOUR COSTS VERSUS PRODUCTIVE
LOW LABOUR TAX and SOCIAL CHARGES  

 FOR EMPLOYERS & EMPLOYEES
 MAKING TOTAL LABOUR COSTS COMPETITIVE COMPARED TO NEIGHBOURING COUNTRIES

HIGHEST LABOUR PRODUCTIVY IN THE EU

STRONG NATIONAL COHESION

 CONTINUOUS DISCUSSION BETWEEN SOCIAL PARTNERS

Labour productivity per person employed 2016, EU 28 = base 100

Source: Eurostat
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 これからのダイバーシティ経営に向けて、ルクセンブルクのビジネス環境、
労働慣習、⼈ 事慣⾏や､⽇本との⽂化の違いなどについて学ぶ機会を提供。



その五
オープンイノベーション
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クラスター・フォー・ロジスティクス

公式サイト
http://www.clusterforlogistics.lu/

 官⺠組織・企業が交流し、相互発展するためのプラットフォーム

 100以上の会員を要し、積極的にイベント開催、他国イベントにも加。
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クラスター・フォー・ロジスティクス

公式サイト
http://www.clusterforlogistics.lu/cluster/c4l-startup-conference-2018

 有望な物流スタートアップ10社のピッチイベントなども開催。

など、
その他スタートアップ情報は公式サイトをご覧ください

e-procurement, 
e-CMR, 
Automated Route Planning, 
AI for last mile delivery, 
various SCM/Logistics platforms, 
eco-logistics etc.

https://www.nektria.com/

https://www.daanuu.com/en/
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INDU TECHに特化したインキュベーション
PAUL WURTH INCUB

宇宙ベンチャーなど様々なディープテックスタートアップが集う

公式サイト（http://indu.tech/）



31

VODAFONE PROCUREMENT COMPANYが設⽴
グローバルアクセラレーター：TOMORROW STREET

 Vodafoneのグローバルアクセラレーター
 オープンイノベーションをテーマに、⼤規模ピッチコンテストなどを⽬⽟にした

ARCH SUMMITを2018年から開催。

公式サイト http://www.tomorrowstreet.co/
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スケジュール

© SIP  Claude Piscitelli, all rights reserved
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 現地通訳同⾏
 現地添乗員同⾏
 ルクセンブルク貿易

投資事務所スタッフ
同⾏

 現地集合解散も可

お申込み締
め切りは
3/25(月）ま

で！
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